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論 文 内 容 要 旨
日本の稲作は、西南暖地の一部で直播稲作体系が採用されているのを除けば、育苗 ・移植体系が
主流となっている。 しかし、今日の 日本の稲作は、貿易 自由化の波に曝されようとしてお り、その
生産費の削減の必要性が大きな課題とされている。稲作に於ける生産費の削減は、農業機械の維持・
利用体系、農耕地の面積、貯蔵 ・輸送体系など播種から収穫、更に食卓に至 るまでの過程に関わる
全ての段階について多方面から検討されなければならない。
これら稲作の経費軽減に関わる諸課題の中で、栽培技術の立場か らの生産費軽減のための取 り組
みが必要であり、特に今 日の稲作に要する労働時間の中で30%弱をしめる育苗・移植段階をより簡
易な直播体系に替えることは、単に労働時間の短縮につながるのみならず、育苗施設、田植機等を
必要としないため経費の節減にも繋ることになろ う。
直播稲作体系の確立のための研究は、歴史的にも古 くか らなされて きた。 しかし、 この技術は日
本の稲作の中心的技術体系とな らなかった。その理 由は、次ぎの3点 に要約される。
1)雑草の繁茂、縞葉枯病の多発等のため、育苗段階が不必要等その技術の性質から期待 される程
労働時間の節減に繋 らなかった。
2)下位分けつの有効茎化等のため過繁茂となり易 く、そのため倒伏し易 くな り、出芽不安定等と
あいまって収量増加に結び付かなかった。
3)更に、育種学の立場から見れば、今 日の日本の水稲品種は育苗 ・移植稲作体系を念頭において
育成 されたものであ り、そのため直播のための遺伝的性質の附与が極めて弱いこと、即ち直播の
ための品種特性を有 していないことが上げられよう。
これ迄、直播に関わる品種特性を明らかにするための研究は多 くなされてきたが、実際の直播の
場合の土壌条件を考慮されておらず、また直播の場合に問題となるであろう発(出)芽 のための温
度域もやや狭い範囲で検討がなされてきたように思われる(李 ・田口、1969:佐々木、 王974)。
更に供試 した品種も一地域に分布する品種に限定されており、遺伝資源探索の面でやや狭隆さがあ
ったように思われる。即ち、今 日の 日本の稲作は、極寒冷地或いは寒冷地においても何らかの形で
保護育苗が行なわれており、それに対する適応によって、それらの地域の品種が低温下での発(出)
芽能力が高いとはいえない状況にある。
本研究は、異なる生態種に属する稲の品種を用いて、1)通 常の育苗状態下での種子の発(出)
芽とその後の初期生育、2)異 なる低温及び土壌還元状態下での種子の発(出)芽 とその後の初期
生育、3)更 に、種子の発(出)芽 とその後の初期生育に関わるエネルギー生成機構としてのアル
ファ アミラーゼ活性の遺伝変異を検討 し、直播稲作体系確立のための基礎資料を得ること、またそ
のための遺伝資源探索に資することを目的として行なったものである。
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1.通 常の育苗条件 下での 初期 生育 の遺伝 変異1
稲の3生 態種(日 本型品種(12品種)、イソド型品種(13品種)、 ジャワ型品種(11品種))
に属する品種を用いて、機械移植のための箱育苗に類似 した条件下で初期生育の品種 ・亜種間差異
を検討 した。
1)胚 及 び 胚 乳 重 と初 期 生 育 の 遣 伝 変 異
種 子 の 置 床 後 の 生 育 段 階 を 約10日 間 隔 に 分 け 、 生 育 の パ ラ メ ー タ と して そ れ ぞ れ の 時 期 の 地 上
部 乾 物 重 と 葉 面 積 を 取 り上 げ 、 こ れ ら の ,パラ メ ー タ に 対 す る 胚 及 び 胚 乳 重 の 関 係 を 検 討 した 。
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日本型品種及びイソ ド型品種では、どの生育段階のどの生育に関するパラメータも胚及び胚乳重
とは有意の相関を示さなかった。但 し、 日本型品種では相関係数が極あて小 さいか、場合によって
は負の相関がみ られたのに対 し、イソド型品種では相関係数が日本型品種の場合よ りやや高 く、ま
た全て正の相関を示 した。これに対 し、 ジャワ型品種:では、胚及び胚乳重は置床後10日 以降の地
上部乾物重及び葉面積 と有意の正の相関が観察された。 また、生態種を込みにしてみた場合もジャ
ワ型品種の場合と同じような結果が得 られたが、これは胚及び胚乳重と地上部乾物重及び葉面積に
ついての生態種間の相関を反映 しているものとみられる。
日本型及びイソド型品種 とジャワ型品種の間の胚及び胚乳重の地上部乾物重及び葉面積に対する
関係のこのような違いは、 日本型及びイソド型品種の両品種群が湛水状態に対する適応の過程で初
期生育に於ける種子のサイズ効果 を失ったのに対 し、ジャワ型品種は畑状態に対する適応において
それを保持 していたことに起因すると推察 した。
2)初期生育に関与するパラメータ問の相関
置床後10日間隔の各時期に於ける生育に関与するパラメータ(地上部乾物重、葉面積、相対生長率、
純同化率、地上部乾物重/葉 面積比)間 の相関関係を示す模式図をFig.1に示 した。
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Fig.1.Classificationofricecultivarsbyplantgrowthparaoetersatseedlingstages.
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各生態種ともに4品 種群が識別され、これらの品種群は生育段階が違っても同じ生育パターソを
示 した。これらの品種群のい くつかは同じ用途(酒 米)、血縁関係、類似の環境への適応を内容と
して持つ特徴が見 られた。また、各生態種の各品種群の生育に関するパラメータの生育時期を通 じ
＼
て の特徴は次 ぎの よ うに要約 された。
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日本型品種 〔第一品種群〕:葉面積は拡大するが、地上部乾物重は増加 しない。
〔第二品種群〕:地上部乾物重/葉 面積比が高いことがやがて純同化率及び相対生長率
を高めることに結びっいている。
〔第四品種群〕:純同化率が高いことが相対生長率を高め地上部乾物重を大きくしてい
る。-
イ ン ド型 〔第一品種群〕:葉面積が拡大 し、地上部乾物重が大きい。
品 種 〔第二品種群〕:地上部乾物重/葉 面積比が高いことが相対成長率の高いことと結び付
くが地上部乾物重が高いことと結び付かない。
〔第四品種群〕:純同化率が高いことが相対生長率を高めやがて地上部乾物重を大きく
している。
三螺 羅 覆嚢:地上部乾物重/葉 面積比が高 く、そのことが純同化率、相対生長率を高め、地上部乾物重を高めている。
ここで注 目されることは、 日本型品種の第二品種群及びジャワ型品種の第一 ・四品種群のように、
地上部乾物重/葉 面積比が高 く、そのことが純同化率、更に相対生長率を高め、その結果地上部乾
物重が高 くなると見 られる品種群があるのに対 し、イソ ド型品種の第一品種群のように葉面積を拡
大 し、そのことを通 じて地上部乾物重を高める品種群が存在することである。
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2.異 な る低 温 、 還 元 条件 下 で の 発(出)芽 の 遺 伝 変 異
1)自然条件下での出芽の遺伝変異
稲の3生態種(日 本型品種(53品種)、 イソ ド型品種(16品種)、 ジャワ型品種(19品種))
に属する品種を用いて、1985と1986年のニケ年にわたって、 自然条件下で出芽の品種 ・亜種間
差異を検討 した。催芽後播種 した苗箱は、1985年は3月29日に、1986年は4月1日 に灌概水掛
け流 しの圃場に設置 し、湛水深3伽 とした。なお、1985年には3/29、4/8、4/18、4/27
k播種 し、それぞれ一ケ月後に材料を採取 したが、1986年には4/1、4/21、4/30に播種 し、
6月3、4、5日 に纒めて材料を採取 した。これは、'1985年の場合播種か ら材料採取までの期間
が一ケ月と短かかったため出芽の遅延す.る品種を出芽不可能と判定 しなかったかどうかを検討する
ためである。
1985と1986年の出芽率の5段 階評価の結果をTable2と3に示 した。
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Table2.Varietalvariationsinseedlingemergencepercentageanditsscoreatearly
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59.KINANGDANGITIM
60.MAO-ZU-TAO
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62.IR-8
63.KONANSEN
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Table3.VarletalvariationsinseedlingemergencePercentageanditsscoreatear
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58.KANNONSEN
59.KINANGDANGITIM
60.MAO-ZU-TAO
61.GAIYADHANTOSAR
62.IR-8
63.KONANSEN
64.DEE-GEO-WOO-GEN
65.AKAMAI
fi6.BLUEBELLE
67.MILYANG23
68.PANBIRA
69.BRITISHHONDURASCREOLE
(JAVANICAI
?Q.SESIA
71.SENATORENOVELLI19
72.RINNATTO7616
73.STIRPE136ANTHOCYANE
74.LOMELTO
75.ALLORIO
76.S.82
77.STIRPE13S
78.ARDITANE
79.LADYWRIGHT
SO.VARYLAVA
81.DOURADOPRECOCE
82.KURAKURU
83.KURIMUZU
84.VARYVATO
85.DOURADOAGULHA
86.ARBORIO
87.RIZZOTTO
88.SYLEWAH
EVALUATIONSEEDLINGEMER-
RANKGENCEPERCENTAGE
?
?
?
?
?
o.o-is.0
20.0-39.0
40.0-59.O
so.o-7s.0
80.0-100.0
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lyspring. 01986)
VALUATIONOFSEEDLING
EMERGENCEPERCENTAGE
SOLINGDATE
4/14/214/30Sum
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
】
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
両 年 に わ た っ て 、 日本 型 品 種 の 中 に 高 い 出 芽 率 を 示 す 品 種 が 多
く存 在 し た 。 ま た 、 ジ ャ ワ 型 品 種 の 中 に も 高 い 出 芽 率 を 示 す 品 種
が い く つ か 存 在 し た 。 し か し、 両 年 に わ た りイ ソ ド型 品 鍾 の 出 芽
率 は 低 か っ た 。 両 年 を 通 じて 特 徴 あ る 出 芽 パ タ ー ソ を 示 し た 品 種
をTable4に 示 した 。
Table4..Ctassificationofcultivarsshovingacharacteristic
esergencepatternintwoyearsundercoldwaterand
reducedsoilcondition.
No.Cultivar
Eｮergence
19851986
FIRSTGROUP78.ARDITANE.
83.KURIMUZU
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
SECON6GROUP1.KAMENOO
6.HOSOCARA
13.AIKOKU20
23.HATTATSU
72配 置HN4TTO7616
73.STIRPE136ANTNOCYANE
74ω 阿E口0
75.ALLORIO
82.KURAKURU
86.ARBORIO
87.RIZZOTTO
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
TNtRDGRDDP]D.GRISEN-MQCNI
24.SNINKOU
28.YONESHIRO
32.IVATE-KURUMI-VASE
33.KAGOSHIMA-HAKAMURI1
70.SESIA
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
FOURTHGROUP11.SANKANKA
19.ZUlHOU
?
?
?
?
○:Goode国ergence、●:阿。n。rp。oremergence
第二品種群は、低温下で出芽 が遅延す るが生存可能で あ り、第
三品種群は低温下で 出芽は可能で も枯死す るよ うな品種群で あろ
うと見 られ る。
2)異なる温度条件下での穂発芽性の遺伝変異
日本型45品種、イソ ド型15品種、ジャワ型16品種を供試 し、
15、20、30℃の温度条件下での穂発芽性の品種 ・亜種間差異
を検討 した。発芽に対する温度 と浸漬時間の関係か ら、4品 種群
が識別された(Table5と6)。
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Table5..Classificationofviviparityunderdifferentte.peratureofincubation.
GerｮinationIndependent
eharacteri-Sroup
stiesand
ecospecies
(A)
Ti■e
devendent
group
(B)
Tesperature
dependent
groupand
甘eak
dor腰ancy
(C)
Dornancyand
nonorpoor
germination
group
CD)
岡odelof8er圏iヲ
ηa奮ion
ε 幽 胴 國 鯛■瞬圏コi{圏 閾 綱
』幽A亀 田A↑E・kURU門卜B二AIKOKU
VASEYASUMURA
TA-SE鰐S凹OUSO麗EUAKE
HATTATSUYONESNIRO
AlKOκU20K鮒E閥00
KOJOUNISNIKIRIKUU132
S"州RlκトA3A川AlKOKU70
CNOUKOUTOU
医幽 一咽画 一_
D,JAEKEONN
SHεNS闘OU
SANK州KA
門odelof8em卜
nationI卿 圃1一 口■■暉■圏瞬
幽AεNOUR旧16
閥OURIN22
爬AK義TE-SHlNSENBO閥
TAMANISHISI
S闘量岡R置Kl
ZOUS州1
剛VAKO
』凶 ρ岬圃圃 一願r一甲繭
DeSEKITORI
FUU配ε閥BOUZU
KA門E」1
HAMA-ASANI
HOUR田41
KACOSHIMA一
闘AKA門URI1
ZU田OU
GONYAKUMANNGOKU
AO・κA閥
kAIRVOUS闘lN1くOU
GAlSEN-MOCHI
開OURYUU
鮪ode10f8er日i鴨
nation
r4飼 」願幽 一一 胃暉圏
鵬A3κOG酬EMSHlKI
OBANAZAYA6
S闘1髄岡KOU
JOUSHUU
ASA開1
Sε囲.IC闘I
l5田JlRO
OOTORI
CALROSE
NOTE:Modelof8er.inationisadiagrasaticrepresentation,
即 ち、温度と浸漬時間に関係な く発芽す る群(A群)、 高温で短時間では発芽 しないが低温でも
一定時間後に発芽する群(B群) 、高温では発芽するが低温では発芽 しない群(C群)及 び温度と
浸漬時間に関係な く発芽 しないか発芽が極めて弱い群(D群)で ある。 日本型品種の多 くはA群 に
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(con伽ued)
Table6.Classificationofviviparityunderdifferentteoperatureofincubation.
Modelofgermi-
nation
Eロ ー 暉咽騨團闘
⊥血AIK!NA柵GDANGIT田
DOUJINKYOU
匠剛1画 題國
C,BLUEBELLE
KANNONSEN
CAIYADNAN
TOSA配
DEE-GEO-NOO-
GEN
IR8
7AlC紐UNG
麗A71VE1
凹odelof8er臨i-
nation
鵬
1一 ρ一一r
DsJOSAENGTONG-IL
AKA阿Al
P州BlRA
A阿BAR
MILYANC23
岡odelofger回i一
nation
舳 A
1口 騨 隅 騨
1∫ESIA
SENATORENOVELLI19
RINNATTO7616
STIRPE136ANTHOCYANE
KURl門UZU
ARBORIO
ALLORIO
STIRPE136
ARDITANE
5.82
RIZZOTTO
LADYYRIGNT
"odeloffer闇i-
nation
血鵬A4
【ρ咽 一 ρ岬画咽瞬顧
LO門ELTO
BC-1
BG-2
BG-9
属 し、次いでD群 品種が多 く、若干の品種がB群 に属 していた。イソ ド型・品種 の殆どはCとD群 に
属 していた。 ジャワ型品種は全てA群 に属 していた。
3)限界温度域に於ける発芽の遺伝変異
日本型40品種、イン ド型12品種及びジャワ型14品種を用いて、限界温度域に於ける発芽の遺伝
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変異 を検討 した(Table7)。 各条件 下で50%発 芽 した温 度をLT50としてみ ると、日本型品種は
Table7.Classificationofricewltivarsbyli.itin;te.peratureforaer.ination.
しi量jtjn8匙e璽ρ r呂切re『or「置fLyperceのta828er●in3Lioo(=L750)(。1C)
>12121110
鯉 ZU川OU
VO髄圏mRO
匡胡ε」1
儲lS日・門0(:田
s酬麗▲照A
s闘隙飢Kl。AsA闘1
繭OU陵1"22
GO罰「A麗U月A裡GOKU
圏0臓1圃監6
鷺0」0㎝1S旧K1
ドU驚ε紺080UZU
顧1鷺VOUS開1閥KOU
▼Asu凹u臥
AO・M飼
騰1▼AKO
臨ou臓vuu
猷楢溺 《田
C乱RO麗
甑 門ε瞠005εNS隠OU
AsA剛Jous鰭uu
50"εUA罵ε5E"・IC"量
5膿1囲魔1区1τA麗A飼IS隠1賦1
A眠0麗U20囎A冒A↑SU
麗0(議掃訓15縛蹴lJAε 麗ε0潤
甑KA1'墜開lNSεN80網閥OURI輔4:
ZOU5A麗豊IUATE・ 暖U鷺U門1・U丸5E
S珊醜OU猷GOSHl甑 ・"AKA椥剛1
TA。Sε雌 親OUlS騎ljIRO
CNOUKOUTOU
餅 麗UU132
膿 」OSAε鮭Gτ0酎G・IL
胡BA鳶
盈1しVA圓G23
PA網81魔A
7Alζ㎜G照 刊Vε1
ゆOUJ川匡yOU
賦A期0雌ε閥
旧 甑麗GO酬Glτ田
紬亀0鮨Zレ了AO
G麗噂Gε0・り00・Gε闘
礁 胡Al
8LUεBELLε
8RlT15闘"0月DURAS
CREOLE
』幽L〔 贈εL70(
BigGrainvar.)
5εM70RE"oyEしLI
置9
即麗甑1TO
571RPE136
A髄丁麗OCVAHε
ALしOR10
5.82
STIRPE136
ARO1↑A蝿E
LAoソ膿16置丁
匿u顧KU続u
ARBORIO
臓1ZZOTTO
BC-2
SC-9
LT50が12、11、10℃の温度域 に広 く分布 していた。
これに対 して、 イ ン ド型品種で はLT50が12℃以上 の品種 がかな り存在 し、多 くの品種 のLT50
は12℃で あ った。 また、 ジ ャワ型 品種 の大部 分のLT50も12℃ で あった。 日本型 品種 は、 低温域
で の発芽 の能力が高い ことが しめ された。更 にイ ソ ド型品種のLT50が12℃で あること も従来 のイ
ン ド型 品種 の低温域で の発 芽特性 よ りも低い温 度域で あることを示 して いる。
4)土壌の異なる還元状態下での出芽率の遺伝変異
日本型47品種、イン ド型16品種、 ジャワ型19品種を供試 し、土壌に異なる量の澱粉を添加し、
異なる還元状態を作出 し、その下での品種 ・亜種間の出芽率、草丈及び乾物重の差異を検討した。
各生態種 ごとの出芽率、草丈及び乾物重の無添加区に対するt一検定の結果をTable8-10に、
また出芽率の5段階評価の評点をTable11に示 した。
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Tableg,T-testofde4reeof
addedblocks.
emergencebetweennormalandstarch一
o-io 0嚇20 0-30 0-83 0一星67
JAPONICA
MEAN
PROBABILITY
D.F.
INDICA
MEAN
PROBABILITY
D.F.
4.74.5
2.028
46
n冨45
n=46
4.14.1
n.s.
is
n=19
4.84.44.3
1.1592.9255.636
464546
P(0.01)=2.690,P(0.001)=3.520
P(0.01)=2.687.PtO.001)=3.515
4.43.83.6
2.2561.4352.256
141414
P(0.01)=2.977,P(0.001)一4.141
4.0
8.414
46
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
」AVAN互CA
MEAN
PROBABILITY
D.F.
4.44.2
8.246
!7
n=17
9.63.73.8
1.7194.1234.267
1717董7
P(0.01)=2.898P(0.001)=3.965
??
?
?
?
?
?
?
?
?
Table9.f-testof
b10C1くS.
planthei5htbetweennormalandstarch-added
0-10 o-zo 0-30 0-83 Orl67
」へPONICA
MEAN
PROBABILITY
O.F.
INDICA
MEAN
PROBABILITY
D.F..
」AVAN虻CA
MEAN
PRQ$ABILITY
D.F.
265255
2.557
46
n=46
274268
0.899
15
n冨14
n胃15
280279
0,052
t7
n=17
2812492D9
3,8903.741旦8.29星
464646
P(0.01)=2.687,P(0.001)=3.515
304257220
4.Q352.2587.984
141515
P(0.01)=2.977,P(0.001)=4.141
P(0.01)=2.947,P(0.001)=4.073
307271223
3.1091.0648.390
17琶717
P(0.01)=2.888,P(0.001)=3.965
168
24.405
46
175
15.654
15
178
15.666
17
Table10.T-testofdry
blocks.
weightbetweennormalandstarch-added
0-10 o-zo 0-30 0-83 0噌167
JAPONICA
ME直N
PROBABILITY
D.F.
INDICA
MEAN
PROBABILITY
D.F.
JAVANICA
MOAN
PROBABILITY
D.F.
246254
1.065
46
n=46
220247
監.265
15
n=t4
n隅15
232252
1.159
17
n=17
310.254196
9.5160.9116.593
464646
P(0.01)=2.6$7.P(0.001)=3.515
368244176
6.1870.7952.123
Y41515
P(O.01】=2.97.7,P〔0.001、34偽141
P(0.01)=2.947,P(0.001)=4.073
340226
6.8100.333
1717
P(0.01)=2.898
186
3.905
17
P(0.001)=3.965
128
20.890
as
109
6.965
15
116
9.549
17
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出芽率の無添加区に対するt一検定の結果、日本型品種では839添加区で有意となり、イソド型
品種 では167、9添加区で有意となり、ジャワ型品種では10又は309添加区で有意となった。この結果は、
インド型品種は日本型品種よりも還元に強い傾向を示 したが、出芽率の評点で見ると日本型品種に
高い評点を示す品種が多 く存在 していた。他方、草丈 と乾物重を見ると、どの生態種も209添加区
で無添加区との平均値の差が有意となった(但 し、草丈は日本型品種のみ有意)。 これはこの澱粉
添加量の域で土壌の鉄、燐酸等の無機成分が可吸態にな り、且つ還元の害作用 も起 こらない ことに
よると推察 した。
3,ア ル7ア ア ミラー ゼ 活 性 の 遺 伝 変 異
1)ア ルファ ア ミラー ゼ活性 と初期生育
日本型13品 種、 イ ン ド型12品 種 及びジ ャワ型11品 種を供試 し、 恒温器中で ろ紙上で発芽 させ
3日間隔で3回 測定 したアルファ ア ミラーゼ活性の9日 間の積分値 とガラス室 内で生 育 させ た苗の
地上 部乾物重 と相対生長率 の相関関係を検討 した。 どの生態 種 において もアル ファ ア ミラーゼ活 性の
積分値、地上部乾 物重及 び相対生長 率の間には直線 回帰の関係 はみ られ なかったが、 これ ら三要 因
に関 して各生態種 内に4品 種群 が識 別 された(Table12とFig.2)。
Table12.Principalcomponentanalysisofseedlinggrowthparametersand
amylaseactivityofricegrains
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2)酸化還元電位及び温度変化とアルファ アミラーゼ活性
各生態種とも4品種を供試 し、恒温器を用いて18、30℃の温度区内に純水区、 過酸化水素添加区、
硫化水素添加区を設け、温度及び酸化還元電位の異なる区を作出し、 これ らの条件下でアルファ ァ
ミラーゼ活性の変化を検討 した(Fig3)。どの生態種で もアルファ アミラーゼ活性は、低温条件
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下では、過酸化水素添加区で抑制され、硫化水素添加区で促進される傾向がみられた。 しかし、 こ
の傾向は高温区ではみられなかった。
以上のことか ら、アルファ ア ミラーゼ活性は初期生育に於けるエネルギー生成系として重要では
あるが、その澱粉分解の速度 と量は品種、亜種間で多種多様であり、少なくともその活性化機構は
生態種が分化 した環境条件に対す る適応の面は弱いものと推察 した。
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審 査 結 果 の 要 旨
日本の稲作は,西南暖地の一部で直播稲作体系が採用 されているのを除けば,育 苗 ・移植体系
が主流となっている。 しか し,今 日の日本の稲作は,貿 易自由化の波に曝されようとしてお り,、
その生産費の削減の必要性が大きな課題 とされている。稲作における生産費の削減は,農 業機械
の維持,利 用体系,農 耕地の面積,貯 蔵 ・輸送体系など播種から収穫,さ らに食卓に至るまでの
過程に関わる全ての段階について多方面から検討 されなければならない。
これら稲作の経費軽減に関わる諸課題の中で,栽培技術の立場からの生産費軽減のための取 り
組みが必要であり,特に今日の稲作に要す る労働時間の中で30%弱を しめる育苗 ・移植段階をよ
り簡易な直播体系に替えることは,単 に労働時間の短縮につながるのみならず,育 苗施設,田植
機等を必要としないため経費の節減にも繋がることになろう。
直播稲作体系の確立のための研究は,歴 史的にも古くからなされてきたが,育 種学の立場から
見れば,今 日の日本の水稲品種は育苗 ・移植稲作体系を念頭において育成されたものであ り,そ
のため直播のための遺伝的性質の附与が極めて弱く,直播のための品種特性を有していないこと
が上げられる。
本研究は,異 なる生態種に属する稲の品種を用いて,1)通 常の育苗状態下での種子の発
、(出)芽とその後の初期生育,2)異 なる低温及び土壌環元状態下での種子の発(出)芽 とその
後の初期生育,3)更 に,種 子の発(出)芽 とその後の初期生育に関わるエネルギー生成機構 と
してのアルファアミラーゼ活性の遺伝変異を検討 し,直播稲作体系確立のために考慮すべき品種
特性を明らかにした。
以上の研究は,寒冷地における湛水直播用品種育成のための基礎的資料を提供したものとして
評価することができ,審査員一同,著 者を農学博士の学位を授与するに値するものと認定した。
,
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